
２
０
１
７
年
の
二
級
建
築

士
お
よ
び
木
造
建
築
士
試
験

の
「
設
計
製
図
の
試
験
」
の

合
格
者
を
都
道
府
県
知
事
が

決
定
し
、
発
表
さ
れ
た
。
二

級
建
築
士
は
実
受
験
者
数
１

万
８
３
７
人
で
、
５
７
６
３

人
が
合
格
。
合
格
率
は
53
・

２
％
。
木
造
建
築
士
は
実
受

験
者
数
３
２
５
人
中
、
２
４

７
人
が
合
格
し
、
合
格
率
は

76
・
０
％
だ
っ
た
。

二
級
建
築
士
の
合
格
者
は

建
設
会
社
・
工
務
店
・
大
工

が
４
割
強
を
占
め
た
。
男
女

別
で
は
男
性
が
65
・
５
％
、

女
性
が
34
・
５
％
。
木
造
建

築
士
の
合
格
者
は
82
・
５
％

が
学
生
・
研
究
生
と
な
り
、

男
女
比
は
男
性
が
81
・

４
％
、
女
性
が
18
・
６
％
。

二
級
建
築
士
、
木
造
建
築
士

と
も
に
24
歳
以
下
の
合
格
者

の
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
。

同
試
験
は
全
国
47
都
道
府

県
の
指
定
試
験
機
関
で
あ
る

建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
た
。
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妊
婦
に
レ

バ
ー
は
昔
の

話
？

▼
「
妊
娠
中

に
レ
バ
ー
を

食
べ
る
の
は

胎
児
に
良
く

な
い
ら
し
い

よ
」
と
妻
が
血
相
を
変
え

て
話
し
掛
け
て
き
た
。
知

人
か
ら
聞
い
た
の
だ
と
い

う
。
妊
娠
後
期
か
ら
出
産

ま
で
数
カ
月
間
、
大
学
病

院
に
入
院
。
夜
食
は
鉄
分

摂
取
の
た
め
毎
日
レ
バ
ー

料
理
だ
っ
た
。
見
舞
い
に

行
く
た
び
に
「
夕
食
が
美

味
し
い
」と
話
し
て
い
た
。

し
か
し
そ
れ
は
15
年
前
の

話
。
子
ど
も
は
何
の
問
題

も
な
く
育
っ
て
い
る
▼
ど

う
や
ら
レ
バ
ー
に
含
ま
れ

る
動
物
性
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の

過
剰
摂
取
が
良
く
な
い
よ

う
だ
。
こ
の
15
年
で
レ

バ
ー
摂
取
に
関
す
る
考
え

方
が
変
わ
っ
た
の
か
は
不

明
だ
が
、
妻
は
困
惑
し
て

い
た
。
ま
さ
に
「
か
つ
て

の
常
識
は
今
の
非
常
識
」。

何
に
せ
よ
過
剰
は
問
題
だ

ろ
う
。
バ
ラ
ン
ス
が
大
事

な
の
は
何
で
も
同
じ
だ
▼

先
日
、
動
画
サ
イ
ト
で
自

動
車
製
造
工
場
の
様
子
を

見
た
。
製
造
過
程
の
ほ
と

ん
ど
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
業

し
て
い
る
。
何
本
も
の
腕

が
入
り
組
ん
で
自
動
的
に

作
ら
れ
る
場
面
は
印
象
的

だ
。
人
間
は
一
部
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
だ
け
の

よ
う
に
感
じ
る
。
未
来
の

世
界
で
は
、
建
設
分
野
も

同
様
に
ほ
と
ん
ど
が
自
動

化
し
、
人
間
は
一
部
を
担

う
だ
け
の
可
能
性
も
あ
る

▼
無
人
化
施
工
で
誰
も

乗
っ
て
い
な
い
建
設
機
械

が
稼
動
す
る
姿
は
ま
だ
一

般
的
で
は
な
い
。
レ
ー

ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
や
ド

ロ
ー
ン
活
用
に
よ
る
測
量

も
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
つ

ま
り
現
状
で
は
「
Ｉ
Ｔ
施

工
は
特
殊
」
と
言
え
る
。

そ
の
「
特
殊
」
が
徐
々
に

広
ま
り
発
展
し
て「
普
通
」

と
な
る
の
も
時
間
の
問
題

と
言
え
そ
う
。
建
設
分
野

で
確
保
・
育
成
す
べ
き
将

来
の
担
い
手
は
、
Ｉ
Ｔ
技

術
者
な
の
か
も
し
れ
な
い

▼
あ
ら
ゆ
る
物
事
は
変
化

す
る
。
そ
こ
に
固
定
さ
れ

た
も
の
は
な
い
。
か
つ
て

特
殊
と
か
非
常
識
と
言
わ

れ
た
も
の
を
普
通
と
言
え

る
よ
う
に
変
化
し
、
順
応

し
続
け
る
こ
と
が
生
き
残

る
た
め
に
は
必
要
な
の
だ

ろ
う
。　
（
長
野
・
Ｊ
Ｉ
）

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

は
、
建
築
材
料
な
ど
で
の
応

用
が
期
待
さ
れ
る
セ
ル
ロ
ー

ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
普
及

技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
２
０
１
８

年
１
月
23
日
㈫
午
後
１
時
30

後
藤
斎
知
事
は
、
本
県
を

含
む
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公

園
を
中
心
と
す
る
地
域
を
対

象
と
す
る
「
甲
武
信
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
へ
の
登
録

を
再
申
請
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
今
月
か
ら
来
年
３
月
に

か
け
て
行
わ
れ
る
審
査
に
向

け
万
全
を
対
応
を
し
て
い
く

考
え
を
県
議
会
で
の
所
信
表

明
（
４
日
）
で
示
し
た
。

県
で
は
昨
年
度
、
山
梨
、

埼
玉
、
長
野
３
県
の
10
市
町

村
と
構
成
す
る
「
甲
武
信
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
推

進
協
議
会
」
か
ら
ユ
ネ
ス
コ

国
内
委
員
会
に
申
請
書
を
提

出
。し

か
し
本
年
３
月
、
エ
コ

パ
ー
ク
の
設
定
区
域
を
秩
父

多
摩
甲
斐
国
立
公
園
の
区
域

に
準
拠
し
て
拡
張
す
る
こ
と

や
、
関
係
自
治
体
に
よ
る
協

働
・
参
画
体
制
の
見
直
し
が

必
要
と
の
理
由
で
ユ
ネ
ス
コ

本
部
へ
の
推
薦
は
見
送
ら
れ

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
ま
と

め
た
全
国
景
気
動
向
調
査
（
２

０
１
７
年
11
月
調
査
）
に
よ
る

と
、
建
設
業
の
景
気
は
前
月
比

で
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、

５
カ
月
連
続
で
改
善
し
た
。
都

市
部
の
再
開
発
や
五
輪
関
連
、

訪
日
外
国
人
の
増
加
に
伴
う
ホ

テ
ル
建
設
な
ど
が
好
調
で
、
建

設
業
の
景
況
感
を
押
し
上
げ
た
。

旺
盛
な
建
設
需
要
を
背
景

に
、
業
界
か
ら
は
「
製
造
業
の

【
提
案
・
要
望
の
要
旨
】

地
域
住
民
の
生
命
財
産
や

生
活
基
盤
を
守
り
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
村
づ

く
り
の
た
め
、
治
山
治
水
事

業
を
推
進
強
化
す
る
こ
と
、

お
よ
び
真
に
必
要
な
公
共
事

業
と
し
て
各
種
災
害
に
対
す

る
防
災
・
減
災
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
。

【
現
状
と
課
題
】

本
県
は
、
地
形
が
急
峻
か

つ
地
質
的
に
脆
弱
で
、
そ
の

大
部
分
が
地
震
防
災
対
策
強

化
地
域
な
ど
に
指
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
東
海
地
震
や
南

海
ト
ラ
フ
地
震
を
は
じ
め
、

大
規
模
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
確
保
、
危
機
管
理
対
策

な
ど
各
種
防
災
対
策
の
総
合

的
な
取
り
組
み
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
、
局
地
的
か

つ
記
録
的
な
集
中
豪
雨
を
要

因
と
す
る
災
害
が
頻
発
し
て

お
り
、
町
村
で
は
治
山
治
水

県
町
村
会 

国
・
県
へ
の
要
望

■14■

治
山
治
水
事
業
の
推
進
強
化
事
業
の
必
要
箇
所
が
増
大
し

て
い
ま
す
。

治
山
事
業
で
は
、
国
庫
補

助
事
業
お
よ
び
県
単
独
事
業

の
対
象
と
な
ら
な
い
小
規
模

な
事
業
は
、
町
村
が
単
独
で

整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。し

か
し
、
町
村
財
政
が
厳

し
い
中
、
事
業
の
強
化
推
進

の
た
め
、
県
単
独
事
業
の
範

囲
の
拡
大
も
し
く
は
町
村
が

行
う
小
規
模
事
業
へ
の
助
成

措
置
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
土
砂
崩
れ
や
地
す

べ
り
な
ど
対
策
工
の
流
水
処

理
で
は
、
一
体
的
か
つ
総
合

的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
防

災
効
果
を
よ
り
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
県
で
は
組
織

内
の
連
携
を
密
に
す
る
と
と

も
に
、
流
水
処
理
に
お
い
て

も
責
任
あ
る
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

治
水
事
業
で
は
、
護
岸
未

整
備
地
域
の
護
岸
の
整
備
や

排
水
施
設
な
ど
の
河
川
管
理

施
設
の
改
修
に
加
え
、
堰
堤

な
ど
防
災
基
盤
整
備
を
進
め

る
ほ
か
、
流
出
土
砂
の
堆
積

な
ど
に
よ
る
河
床
の
上
昇
が

見
ら
れ
る
箇
所
で
は
、
河
川

の
流
下
能
力
向
上
の
た
め
早

急
な
浚
渫
工
事
の
実
施
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

【
具
体
的
提
案
・
要
望
内

容
】◆

治
山
・
砂
防
事
業
、
お

よ
び
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
の
総
合
的
か
つ
強
力
な
推

進
・
治
山
事
業
の
推
進
強
化

＝
助
成
措
置
を
含
め
た
治
山

事
業
の
推
進
強
化
。
地
す
べ

り
、
土
砂
崩
れ
な
ど
対
策
工

流
水
処
理
の
実
施

・
砂
防
堰
堤
お
よ
び
土
砂

災
害
防
止
対
策
な
ど
砂
防
事

業
の
強
化

・
法
面
保
護
お
よ
び
落
石

防
止
な
ど
、
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
の
強
化

◆
河
川
事
業
の
推
進
強
化

・
河
川
重
要
水
防
区
域
お

よ
び
護
岸
未
整
備
箇
所
の
整

備
推
進

・
河
川
の
浚
渫
、
堤
防
の

除
草
、
自
生
雑
木
の
除
去
な

ど
、
定
期
的
か
つ
継
続
的
な

河
川
維
持
管
理
の
強
化

　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

小
規
模
単
独
事
業
へ
の
助
成
を

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
計
画
（
１
面
か
ら
）

今
月
か
ら
審
査
に
対
応

県
、エ
コ
パ
ー
ク
登
録設

備
投
資
が
多
い
」「
工
事
量

が
豊
富
で
受
注
を
選
別
で
き

る
」「
条
件
の
良
い
物
件
を
選

別
で
き
る
」
な
ど
の
声
が
一
部

か
ら
出
て
い
る
。

先
行
き
に
関
し
て
は
、「
18

年
度
は
増
税
前
の
駆
け
込
み
や

株
価
上
昇
、
五
輪
景
気
が
重
な

り
、
過
去
数
年
の
中
で
は
一
番

良
い
状
況
に
な
る
と
予
想
し
て

い
る
」「
製
造
業
の
設
備
投
資

が
継
続
し
て
増
加
す
る
見
込

み
」
と
の
意
見
が
あ
る
。

一
方
で
「
首
都
圏
か
ら
の
好

景
気
需
要
が
地
域
に
来
る
ま
で

に
は
多
少
の
時
間
が
必
要
」「
人

手
不
足
と
人
件
費
の
高
騰
が
続

く
と
考
え
ら
れ
る
」「
入
札
で

の
受
注
金
額
に
お
け
る
利
益
率

が
年
々
下
が
っ
て
い
る
」「
単

発
的
な
事
業
発
注
は
見
込
め
る

が
、
継
続
的
な
事
業
計
画
等
は

乏
し
い
」
と
い
っ
た
厳
し
い
見

方
も
あ
る
。

５カ月連続で改善
建設業の景気動向

た
。そ

の
後
、再
申
請
へ
向
け
、

従
来
の
区
域
に
雲
取
山
周
辺

の
東
京
都
の
水
源
林
を
追
加

し
、
協
議
会
の
体
制
も
見
直

し
、
10
月
末
に
ユ
ネ
ス
コ
国

内
委
員
会
に
申
請
書
を
再
提

出
し
た
。

建
築
材
料
に
も
応
用

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
技
術

分
か
ら
、
甲
府
市
の
県
立
図

書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
催
す
る
。
参
加
は
無
料
。

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ

バ
ー
は
植
物
繊
維
を
細
か
く

し
た
も
の
。
重
量
は
鋼
鉄
の

５
分
の
１
、
強
度
は
７
〜
８

倍
で
、
コ
ス
ト
に
つ
い
て
も

炭
素
繊
維
よ
り
抑
え
ら
れ
、

建
築
材
料
や
自
動
車
、
食
品

な
ど
で
の
応
用
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
技
術
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
研
究
者
や
製
品
化
に
取

り
組
む
企
業
の
開
発
者
が
講

演
を
行
う
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン

タ
ー
材
料
・
燃
料
電
池
技
術

部
（
☎
０
５
５
―
２
４
３
―

６
１
１
１
代
表
）。

二
級
建
築
士

合
格
率
53
％
に

木
造
は
76
％

１階配置図

２階配置図

市
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三
郷
町


